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陽春の御社頭（平成20年2月28日）

御
　
挨
　
拶

小
國
神
社
　
宮
司
　
打
田
文
博

年
明
け
以
後
厳
し
い
寒
さ
が
続
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
日
寒
さ
も
緩
み
境
内
の
梅

も
花
盛
り
と
な
り
ま
し
た
。
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の

こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
年
号
が
示
す
通
り
、
天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
御
即
位
二
十
年

の
佳
節
を
お
迎
え
あ
そ
ば
さ
れ
誠
に
慶
賀
に
た
え
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
干

支
は
子
年
、
ね
ず
み
は
当
社
の
御
祭
神
大
己
貴
命
の
危
難
を
救
っ
た
と
い
う
古
事
記

の
伝
承
に
因
み
、
こ
と
の
ほ
か
子
年
は
大
切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
本

年
は
、
例
年
に
増
し
て
大
神
様
の
広
大
無
辺
の
ご
神
徳
を
戴
け
る
「
御
縁
年
」
と
申

し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
拝
を
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
継
続
中
の
「
御
鎮
座
一
四
五
〇
年
記
念
事
業
」
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
十

月
に
お
陰
様
で
第
二
期
事
業
が
完
成
致
し
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
本
年
は
最
終
事
業
で

あ
り
ま
す
「
斎
館
及
び
参
拝
者
休
憩
所
」
の
建
設
に
取
り
掛
か
る
べ
く
準
備
を
進
め

て
お
り
、
現
段
階
で
は
来
年
末
の
竣
工
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
日
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
ま
し
た
氏
子
崇
敬
者
各
位
の
ご
芳
志
に
対
し
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
継
続
中
の
募
財
活
動
に
対
し
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
年
の
始
め
に
一
年
の
平
安
無
事
を
祈
る
気
持
ち
は
万
人
等
し
く
同
じ

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
世
情
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
多
事
多
難
を
通

り
越
し
多
事
混
乱
と
で
も
申
す
べ
き
憂
慮
に
堪
え
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。
特
に
衆

参
ね
じ
れ
の
国
会
は
、
国
民
中
心
と
言
い
な
が
ら
そ
の
実
は
大
衆
を
巻
き
込
ん
だ
権

力
闘
争
に
明
け
暮
れ
、
政
治
の
低
次
元
化
に
歯
止
め
が
掛
か
り
ま
せ
ん
。
場
当
た
り

的
な
人
気
取
り
は
止
め
て
、
国
難
脱
出
と
国
の
将
来
を
見
据
え
た
内
政
、
外
交
を
展

開
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
政
界
の
再
編
が
急
務
で
す
。
昨

今
そ
ん
な
動
き
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
や
は
り
健
全
な
保
守
勢
力
を
軸
に
再
編
さ
れ

た
ら
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
ま
っ
た
く
明
る
い
話
題
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
日
内
閣
に
設

置
さ
れ
て
い
た
「
教
育
再
生
会
議
」
が
最
終
報
告
を
ま
と
め
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

同
会
議
か
ら
は
教
育
再
生
に
向
け
、
様
々
な
提
言
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
中
で

も
「
徳
育
」
の
充
実
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
た
点
は
同
慶
に
堪
え
ま
せ
ん
。
や
は
り
教

育
は
、
個
人
作
り
で
は
な
く
日
本
人
作
り
で
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

は
提
言
の
実
効
性
が
重
要
で
す
。
絵
に
描
い
た
餅
に
な
ら
ぬ
よ
う
関
係
機
関
の
実
行

に
期
待
す
る
と
同
時
に
、
小
國
神
社
の
杜
か
ら
も
感
動
を
与
え
る
多
様
な
内
容
を
発

信
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

何
方
様
も
、
山
笑
う
季
節
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

（
二
月
二
十
三
日
記
）
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正
月
三
日
午
後
一
時
よ
り
「
田
遊
び
神
事
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
國
神
社
の
田
遊
び
の

歴
史
は
古
く
鎌
倉
中
期
頃
よ
り
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
年
の
始
め
に
そ
の
年
の
豊
作
を
祈

願
し
て
田
作
り
か
ら
刈
り
入
れ
ま
で
の
稲
作

過
程
を
模
擬
的
に
演
じ
て
み
せ
る
神
事
芸
能

で
、
田
の
神
を
活
気
付
け
る
と
こ
ろ
に
原
義

が
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

神
事
は
、
旧
社
家
の
皆
様
に
よ
り
一
番
の

素
鍬
し
ろ
く
わ

か
ら
十
二
番
の
歌
お
ろ
し
ま
で
の
十
二

段
の
演
目
に
よ
っ
て
奉
仕
さ
れ
、
参
拝
者
は

そ
の
神
事
芸
能
に
感
心
を
寄
せ
ま
す
。
神
事

後
に
は
、
神
札
の
授
与
・
投
げ
餅
が
行
わ
れ

ま
す
。

田遊び神事　－苗草踏み－（1月3日）

田
遊
祭
・
田
遊
び
神
事（
一
月
三
日
）

手釿始祭
ちょうなはじめ

の神事（1月11日）

手
釿
始
祭

ち
ょ
う
な
は
じ
め

の
斎
行

正月だるま授与奉仕

氏
子
青
年
会
の
活
動

御弓始祭（平成20年1月17日）

平成20年正月の参道の賑わい

正月の拝殿前



暦
の
上
で
立
春
を
翌
日
に
控
え
た
二
月
三

日
、
例
年
通
り
節
分
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し

た
。
当
日
は
曇
天
で
冷
え
込
み
ま
し
た
が
、

日
曜
日
ま
た
厄
除
大
祭
期
間
最
終
日
で
も
あ

り
ま
し
た
の
で
、
終
日
絶
え
ず
参
拝
者
が
訪

れ
ま
し
た
。

午
後
二
時
、
拝
殿
内
で
の
追
儺
や
福
笑
い

な
ど
の
災
い
を
払
い
福
を
よ
ぶ
神
事
で
は
、

本
年
の
年
役
奉
仕
者
一
一
四
名
と
ア
テ
ネ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
金
メ
ダ
リ
ス

ト
吉
田
沙
保
理
選
手
、
並
び
に
浜
松
出
身
で

俳
優
の
筧
利
夫
さ
ん
た
ち
に
よ
り
ま
し
て
、

寒
さ
を
忘
れ
さ
せ
る
ほ
ど
の
活
気
で
ご
奉
仕

い
た
だ
き
ま
し
た
。

神
事
後
の
舞
殿
及
び
特
設
舞
台
で
の
豆
撒

き
で
は
小
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
福
を
求
め

る
多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
特
別

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
お
二
人
の
更
な

る
各
界
で
の
ご
活
躍
に
期
待
い
た
し
ま
す
。

十
二
月
三
十
一
日
の
大
晦
日
に
師
走
の
大

祓
式
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

大
祓
式
は
年
二
回
行
わ
れ
、
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
心
や
体
に
つ
い
た
罪
や
け
が
れ

を
、
身
代
わ
り
と
な
る
人
形
ひ
と
が
た

に
託
し
、
川
に

流
し
て
祓
い
清
め
る
日
本
古
来
の
伝
統
神
事

で
す
。
当
日
は
多
く
の
ご
参
列
者
ま
た
人
形

が
祓
い
清
め
ら
れ
、
清
く
正
し
い
身
に
立
ち

返
り
ま
し
た
。

来
る
六
月
三
十
日
に
は
境
内
に
設
け
ら
れ

る
「
茅
の
輪
」
を
く
ぐ
る
、
夏
越
の
大
祓
式

が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

当
日
ご
参
拝
い
た
だ
け
れ
ば
、
お
祓
い
を

ご
一
緒
に
お
受
け
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
是

非
と
も
ご
参
列
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。

二
月
十
八
日
午
前
十
時
よ
り
祈
年
祭
が
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。
祈
年
祭
は
、
ト
シ
ゴ
イ
ノ

マ
ツ
リ
と
も
訓
み
、「
ト
シ
」
は
稲
の
稔み
の

り
を

意
味
し
ま
す
。

神
様
に
新
し
い
年
の
平
安
や
五
穀
豊
穣
、

ま
た
国
家
の
弥
栄
を
祈
願
す
る
お
祭
り
で
、

十
一
月
の
新
嘗
祭
と
と
も
に
重
ん
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
当
日
は
、
真
冬
な
み
の
厳
し
い
寒

さ
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
境
内
の
梅
花

が
ほ
の
か
に
香
る
日
本
晴
れ
の
良
い
日
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
静
岡
県
議
会
議
員
岩
瀬
護

様
・
崇
敬
奉
賛
会
理
事
の
小
栗
啓
様
を
始
め

約
八
十
名
の
ご
参
列
を
賜
り
斎
行
い
た
し
ま

し
た
。
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師
走
の
大
祓
式

平
成
二
十
年
　
節
分
祭

師走の大祓式（12月31日）

祈
年
祭
の
斎
行

祈　年　祭（2月18日）

俳優筧利夫氏（左）・打田文博宮司（中）
アテネオリンピック金メダリスト吉田沙保里選手（右） 節分祭「福笑い神事」



 

土
屋
　
勝
義 

御
厨
　
一
久 

   

山
本
　
啓
仁 

 

柴
本
　
　
毅 

大
場
　
重
人 

野
中
　
　
功 

野
末
　
芳
明 

山
本
　
太
一 

金
原
　
　
均 

山
本
　
泰
幸 

村
松
　
　
学 

山
本
　
喜
重 

鈴
木
　
勝
之 

田
中
　
正
善 

赤
堀
　
孝
弘 

内
山
　
幸
良 

村
松
　
　
年 

祝
　
良
一
郎 

本
田
　
　
昇 

村
松
　
徳
治 

山
下
　
三
男 

田
中
　
鋭
志 

村
松
　
康
夫 

   

静
岡
県
西
部
街
商
協
同
組
合 

 

朝
日
電
装
株
式
会
社 

手
嶋
　
寛
征 

 

セ
ル
コ
株
式
会
社 

西
川
　
昌
宏 

㈲
ト
ー
ハ
タ
写
真
館 

 

袴
田
　
幸
生 

野
口
　
禮
三 

大
石
　
昭
夫 

鈴
木
　
成
治 

 

乾
　
　
　
浩 

天
野
　
　
康 

船
田
　
堅
司 

松
田
　
弘
之 

古
牧
　
十
策 

藤
野
　
義
夫 

新
井
智
恵
子 

中
島
　
正
一 

大
塚
　
恒
二 

張
　
　
自
平 

島
田
　
　
明 

降
旗
　
芳
利 

武
田
　
研
二 

久
保
田
明
人 

〈
諸
団
体
及
び
崇
敬
者
〉 

〈
一
宮
・
橘
地
区
〉 

以
上 

参

萬

圓

 

〈

園

田

地

区

〉 

以
上 

壱

拾

萬

圓

 以
上 

参

萬

圓

 

以
上
以
上 

参

萬

圓

 以
上
以
上 

壱

萬

圓

 

以
上 

伍

拾

萬

圓

 以
上 

壱

拾

萬

圓

 以
上 

壱

萬

圓

 以
上 

壱

百

萬

圓

 

二
月
十
一
日
は
神
武
天
皇
が
御
即
位
さ
れ
、

日
本
を
治
め
ら
れ
た
「
建
国
記
念
の
日
」
に
あ

た
り
ま
す
。

こ
の
日
は
、
毎
年
全
国
の
神
社
を
始
め
各

地
で
建
国
を
記
念
す
る
行
事
や
奉
祝
式
典
な

ど
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
当
社
で
も
奉
祝

パ
レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
、
午
前
八
時
三
十
分

よ
り
氏
子
内
の
三
地
区
よ
り
出
発
し
、
子
供

会
を
中
心
に
総
勢
三
五
〇
名
程
が
参
加
い
た

し
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
国

旗
や
手
旗
を
振
り
な
が
ら
神
社
に
向
か
っ
て

元
気
よ
く
行
進
い
た
し
ま
し
た
。

拝
殿
に
て
の
紀
元
祭
で
は
、
森
町
長
村
松

藤
雄
様
を
始
め
、
森
町
議
会
議
長
渡
邊
輝
良

様
・
静
岡
県
議
会
議
員
岩
瀬
護
様
・
奥
之
山

隆
様
・
当
社
崇
敬
奉
賛
会
副
会
長
安
間
百
合

子
様
・
理
事
小
栗
啓
様
の
ご
参
列
を
賜
り
、

無
事
滞
り
な
く
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。
祭
典

後
に
は
拝
殿
前
に
て
奉
祝
式
典
が
行
わ
れ
、

ご
来
賓
の
皆
様
よ
り
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

ま
た
境
内
で
は
、
氏
子
青
年
会
の
奉
仕
に
よ

る
毎
年
恒
例
の
餅
つ
き
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が

催
さ
れ
、
参
加
者
や
ご
参
拝
の
皆
様
に
も
黄

粉
餅
や
甘
酒
が
振
る
舞
わ
れ
る
な
ど
、
境
内

は
大
変
賑
わ
い
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
建
国
の
日
を
お
祝
い
い
た
し
ま
し
た
。
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紀
元
祭
の
斎
行

奉祝式典

奉祝の餅つき 奉祝パレード



来
る
四
月
十
八
日
は
当
社
の
縁
日
に
あ
た

り
、
例
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。
古
来
よ
り
連
綿

と
受
け
継
が
れ
て
い
る
数
あ
る
祭
典
の
中
で
、

当
社
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
祭
典
で
す
。
関
係

者
ご
参
列
の
も
と
、
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
十
七
日
に
前
日
祭
、
二
十
日
に
神

幸
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
す
。
神
幸
祭
で
は
御
輿

の
渡
御
や
勅
使
行
列
・
稚
児
行
列
な
ど
広
く
皆

様
に
ご
神
徳
を
お
分
か
ち
す
る
神
賑
わ
い
行
事

も
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
十
九
日
・
二
十
日
に

は
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
古
式
十
二

段
舞
楽
」
が
奉
奏
さ
れ
ま
す
。
二
十
日
の
終
演

（
午
後
八
時
三
十
分
頃
）
に
あ
た
り
、
平
安
を

祈
念
し
た
投
げ
餅
を
い
た
し
ま
す
。

殊
に
本
年
は
子
年
で
あ
り
ま
す
が
、
御
祭
神

に
お
か
れ
ま
し
て
も
よ
り
神
威
を
発
せ
ら
れ
る

縁
年
と
な
り
ま
す
。
一
連
の
祭
事
・
行
事
を
通

し
、
一
層
の
ご
加
護
・
ご
利
益
が
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
皆
様
の
ご
参
拝
を
お
待
ち
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
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平
成
二
十
年
　
例
祭

神幸祭のみこし渡御

初甲子祭の特別神事（平成19年）春の深山つつじ

昨
年
師
走
八
日
、
冬
の
日
本
海
を
臨
む
能

生
白
山
神
社
舞
楽
稽
古
場
、
私
た
ち
古
式
舞

楽
保
存
会
師
匠
九
人
は
、
地
元
の
玄
魚
干
物

と
銘
酒
を
味
わ
い
つ
つ
能
生
の
舞
楽
を
支
え

る
人
た
ち
と
語
り
合
い
ま
し
た
。

隔
年
で
行
っ
て
い
る
師
匠
有
志
の
舞
楽
研

修
旅
行
、
今
回
は
新
潟
大
学
教
授
の
伊
野
義

博
先
生
の
御
紹
介
で
、
新
潟
県
糸
魚
川
市
の

天
津
神
社
と
能
生
白
山
神
社
を
訪
ね
、
共
に

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
舞
楽
の
保

存
伝
承
活
動
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

天
津
神
社
で
は
、
茅
葺
き
の
拝
殿
で
舞
楽
奉

納
伝
承
の
状
況
な
ど
を
お
聞
き
し
、
舞
楽
関

係
建
物
等
の
現
地
説
明
を
受
け
、
御
神
酒
御

神
饌
ま
で
賜
わ
り
ま
し
た
。

能
生
白
山
神
社
で
は
、
大
勢
の
保
存
会
員

に
お
出
迎
え
い
た
た
ぎ
、
重
要
文
化
財
の
本

殿
前
で
記
念
写
真
を
撮
っ
た
後
、
パ
ソ
コ
ン

映
像
で
丁
寧
な
説
明
を
受
け
、
銘
酒
と
玄
魚

で
歓
待
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
代
の
室
川

様
・
保
存
会
楽
長
中
島
様
は
じ
め
保
存
会
員

の
皆
さ
ま
と
お
互
い
に
舞
楽
を
伝
え
る
情
熱

を
語
り
合
い
、
予
定
時
間
を
越
え
て
夕
暮
れ

時
ま
で
和
や
か
な
歓
談
が
続
き
ま
し
た
。
私

た
ち
は
重
要
文
化
財
の
本
殿
・
仏
像
、
重
要

有
形
民
俗
文
化
財
の
海
上
信
仰
資
料
、
天
然

記
念
物
の
神
社
社
叢
等
、
そ
し
て
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
の
能
生
の
舞
楽
、
茅
葺
き
の
拝

殿
な
ど
素
晴
ら
し
い
文
化
財
の
数
々
に
驚
嘆

い
た
し
ま
し
た
。
一
同
充
実
し
た
研
修
に
満

足
し
能
生
白
山
の
方
た
ち
に
見
送
ら
れ
、
宿

泊
先
の
柵
口
温
泉
権
現
荘
に
向
か
い
ま
し
た
。

日
本
海
を
臨
む
糸
魚
川
の
地
、
地
方
舞
楽

を
伝
え
る
人
々
、
そ
れ
ぞ
れ
に
歴
史
を
重
ね

た
景
観
の
中
で
催
さ
れ
る
祭
礼
と
舞
楽
の
空

間
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。
本
年
も
四
月
六

日
天
宮
神
社
、
十
日
天
津
神
社
、
二
十
日
小

國
神
社
、
二
十
四
日
能
生
白
山
神
社
と
伝
統

の
舞
楽
が
行
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
小
國
神
社

の
舞
楽
も
、
老
杉
木
立
や
檜
皮
葺
の
社
殿
等
、

こ
こ
が
舞
楽
に
最
も
相
応
し
い
場
所
、
こ
こ

に
し
か
な
い
舞
楽
空
間
、
こ
れ
以
上
の
舞
楽

の
舞
台
は
あ
り
ま
せ
ん
。
数
百
年
前
こ
の
地

に
生
き
た
人
々
と
同
じ
よ
う
に
、
舞
楽
と
と

も
に
今
を
生
き
て
い
る
幸
せ
に
感
謝
し
つ
つ
、

今
年
も
ま
た
古
式
十
二
段
舞
楽
を
奉
納
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

能生白山神社の舞楽保存会の皆様との懇談

天
津
、
能
生
白
山
、
小
國

そ
れ
ぞ
れ
の
舞
楽
空
間

小
國
神
社
古
式
舞
楽
保
存
会

天
野
　
智
加
志



献
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四
月
六
日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り
恒
例
の

「
一
宮
さ
く
ら
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。
拝
殿

前
の
舞
殿
に
て
琴
・
尺
八
の
奉
納
演
奏
、
境

内
で
は
野
点
や
甘
酒
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
す
。

メ
イ
ン
会
場
と
な
る
門
前
の
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
バ
ン
ド
演
奏
や
詩
吟
な
ど
の
公
演
が
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
午
後
三
時
二
十
分

頃
に
は
投
げ
餅
を
実
施
、
ま
た
夜
間
は
夜
九

時
ま
で
門
前
周
辺
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す

の
で
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
お
出
か
け
下

さ
い
。

当
社
で
は
毎
年
、
新
学
期
に
合
わ
せ
て
勧

学
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
す
。
こ
の
お
祭
り
は
、

氏
子
地
区
内
で
小
学
校
・
中
学
校
に
入
学
さ

れ
る
お
子
様
に
ご
参
列
い
た
だ
き
、
大
前
に

学
業
成
就
ま
た
身
体
健
全
を
ご
祈
願
申
し
上

げ
ま
す
。

緊
張
し
た
面
持
ち
で
拝
殿
に
正
坐
し
た
新

一
年
生
の
姿
は
、
期
待
に
満
ち
溢
れ
て
お
り
、

大
変
初
々
し
い
も
の
で
す
。

本
年
は
四
月
五
日
（
土
）
の
午
前
十
一
時

三
十
分
よ
り
斎
行
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
家

族
の
皆
様
お
揃
い
で
ご
参
列
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

四
月
十
九
日
（
土
）
午
後
二
時
よ
り
氏
子

入
り
奉
告
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
す
。

氏
子
入
り
奉
告
祭
は
、
氏
子
内
地
域(

森
町

一
宮
地
区
・
園
田
地
区
・
橘
地
区)

に
て
お
生

ま
れ
に
な
っ
た
お
子
様
及
び
嫁
入
り
・
婿
入

り
・
転
入
居
住
さ
れ
た
方
を
ご
案
内
し
、
当

社
の
氏
子
に
加
わ
っ
た
こ
と
を
ご
神
前
に
て

ご
奉
告
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
人
生
の
平

安
・
子
孫
長
久
・
家
内
安
全
・
無
病
息
災
を

ご
祈
願
申
し
上
げ
る
も
の
で
す
。

こ
の
祭
典
は
、
毎
年
大
祭
（
神
幸
祭
）
の
前

日
に
併
せ
て
斎
行
さ
れ
て
お
り
、
祭
典
終
了

後
に
は
お
守
り
と
御
供
物
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

本
年
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
よ
り
平

成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
氏
子

入
り
さ
れ
た
方
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、

是
非
と
も
ご
家
族
お
揃
い
で
ご
参
列
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

大
宝
殿
は
境
内
を
流
れ
る
宮
川
に
か
か
る

赤
橋
を
渡
り
、
山
間
の
階
段
を
上
っ
た
高
台

に
あ
り
ま
す
。
昭
和
四
十
四
年
の
新
築
で
、

神
社
の
諸
会
合
や
崇
敬
者
の
お
こ
も
り
（
参

篭
）
・
各
種
研
修
会
ま
た
結
婚
式
の
披
露
宴

会
場
な
ど
多
目
的
に
利
用
出
来
ま
す
。
風
格

の
あ
る
佇
ま
い
の
建
物
で
す
が
、
老
朽
化
に

伴
い
、
屋
根
替
え
、
風
呂
・
ト
イ
レ
な
ど
の

改
修
工
事
を
お
こ
な
い
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。

昔
な
が
ら
の
木
造
建
築
の
ぬ
く
も
り
は
利

用
者
に
好
評
で
す
。
ご
利
用
ご
希
望
の
際
は

社
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

氏
子
入
り
奉
告
祭
の
ご
案
内

一
宮
さ
く
ら
祭
の
開
催

勧
学
祭
の
ご
案
内

例祭の拝殿前

祓橋付近のソメイヨシノの開花

大　宝　殿

勧　学　祭

ー
大
宝
殿

た
い
　
ほ
う
　
で
ん

ー



平
成
十
九
年
十
二
月
一
日 

　
　
　
　
　
　
　
〜
平
成
二
十
年
一
月
三
十
一
日 

磐
田
市              

袋
井
市 

袋
井
市               

静
岡
市 

掛
川
市            

浜
松
市 

浜
松
市

浜
松
市 

磐
田
市

袋
井
市 

浜
松
市

浜
松
市 

菊
川
市

浜
松
市 

菊
川
市

東
京
都 

松
下
　
　
大

戸
塚
　
柚
希

村
上
　
陽
菜

亀
山
　
育
恵

大
波
　
紗
季

鈴
木
　
温
介

渥
美
虎
之
助

熊
谷
一
之
伸 

鈴
木
　
優
吾

永
井
　
優
羽

柳
生
　
晃
希

稲
穂
　
佑
香

植
田
　
蒼
士

梅
原
　
梨
緒

杉
本
　
響
也

森
本
　
恵
伍 

 

○
当
社
で
は
、
お
子
様
の
命
名 

　
を
申
し
受
け
て
お
り
ま
す
。 

一

日

 

六

日

 

十
七
日

十
七
日 

十
八
日 

二
十
一
日 

二
十
五
日 

一

日

 

三

日

 

五

日

 

六

日

 

六

日

 

八

日

 

八

日

 

十
六
日 

十
七
日 

十
七
日 

十
七
日 

十
八
日 

十
九
日 

十
九
日 

二
十
日 

二
十
日 

二
十
三
日 

二
十
九
日 

月
次
祭 

神
武
天
皇
祭
遙
拝
式

勧
学
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

一
宮
さ
く
ら
祭 

杉
　
祭 

全
國
一
宮
等
合
殿
社
例
祭 

垢
籬
祭 

献
詠
祭 

前
日
祭 

舞
　
揃 

例
　
祭 

氏
子
入
り
奉
告
祭 

十
二
段
舞
楽
奉
奏 

十
二
段
舞
楽
奉
奏 

神
幸
祭 

献
茶
祭 

昭
和
祭 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
一
時
半
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
半
） 

（
午
前
十
一
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
後
二
時
） 

（
午
前
十
時
）

（
午
後
二
時
） 

（
午
後
二
時
） 

（
午
前
十
一
時
）

（
午
後
二
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
九
時
） 

月
次
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

真
田
城
趾
慰
霊
祭 

鉾
執
社
例
祭 

月
次
祭 

春
季
皇
霊
祭
遙
拝
式 

初
甲
子
祭 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
時
半
） 

（
午
後
一
時
半
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

月
次
祭 

こ
ど
も
祭 

本
宮
山
青
葉
祭 

月
次
祭 

甲
子
祭 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
一
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

月
次
祭 

花
菖
蒲
園
開
園
奉
告
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

花
菖
蒲
観
賞
祭 

花
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り 

月
次
祭 

御
田
植
祭 

夏
越
の
大
祓
式 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
時
半
） 

（
午
前
十
時
半
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
後
三
時
） 

一

日

 

五

日

 

六

日

 

十
八
日 

二
十
四
日 

一

日

 

一

日

 

六

日

 

七

日

 

八

日

 

十
八
日 

二
十
一
日 

三
十
日 

花菖蒲 

　
四
月
二
十
日
（
日
）
午
後
二
時
よ

り
神
幸
祭
（
お
わ
た
り
）
を
斎
行
し
、

稚
児
行
列
を
執
り
行
い
ま
す
。 

　
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
も
行
列
に

参
加
さ
れ
る
稚
児
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
当
社
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

電
　
話
　
〇
五
三
八
ー
八
九
ー
七
三
〇
二 

　
　
　
　
振
興
会
　
稚
児
行
列
係 

 

募
集
要
項 

一
、
対
象
者 

　
　
小
学
校
三
年
生 

　
　 

位
ま
で
の
男
女 

一
、
参
加
費 

　
　
五
、
〇
〇
〇
円 

一
、
募
集
人
員 

　
　
先
着
二
十
名 

一
、
申
込
締
切 

　
　
四
月
三
日（
木
） 

　
当
社
で
は
、
献
詠
祭
で
神
前
に
奉
納
す

る
和
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

　
左
記
の
要
項
に
て
多
数
ご
応
募
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

◇
兼
題
　
「
里
」
・
「
茶
」 

◇
用
紙
　
短
冊 

　
　（
歌
は
楷
書
に
て
お
書
き
下
さ
い
。 

　
　
裏
面
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
下
さ
い
。） 

◇
献
詠
費
　
無
料 

◇
締
切 

　
四
月
十
二
日
（
土
） 

 

◇
宛
先
　 

 

〒
四
三
七
ー
〇
二
二
六 

  

静
岡
県
周
智
郡
森
町
一
宮 

  

三
九
五
六
ー
一 

  

小
國
神
社
社
務
所 

  

祭
儀
課
献
詠
係 

　
　
　
　 

 

 

稚児行列 

舞楽行列 

献
詠
祭
の
和
歌
募
集

献
詠
祭
の
和
歌
募
集 
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平
成
二
十
年
三
月
七
日

「
玉
垂
」
（
た
ま
だ
れ
）
第
二
十
二
号

題
字
揮
毫

神
社
本
廳
前
総
長
　
工
藤
　
伊
豆

発
　
行
　
小
國
神
社
社
務
所

郵
便
番
号

四
三
七

〇
二
二
六

住
　
所
　
静
岡
県
周
智
郡
森
町
一
宮
三
九
五
六

一

電
話
番
号

〇
五
三
八
（
八
九
）
七
三
〇
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
五
三
八
（
八
九
）
七
三
六
七

印
　
刷
　
㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ

ス
　
エ
ム
・
エ
ス
・
シ

編
　
　
集
　
　
後
　
　
記

表
紙
写
真
に
つ
い
て

平
成
二
十
年
二
月
二
十
八
日
（
木
）
正
午
に
拝
殿
か

ら
御
本
殿
に
か
け
て
の
御
社
殿
を
撮
影
い
た
し
ま
し
た

二
月
は
低
温
の
気
候
で
し
た
が

や

と
多
少
春
ら
し

い
陽
気
と
な
り
ま
し
た

本
格
的
な
春
と
な
り

次
々

と
境
内
に
あ
る
花
が
咲
く
こ
ろ
が
と
て
も
楽
し
み
で
す

○
『
玉
垂
』
二
十
二
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す

主
に

正
月
状
況
の
ご
報
告
を
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た

天
候

も
順
調
で
あ
り
ま
し
た
の
で

と
て
も
良
い
初
詣
で

し
た

関
係
各
位
の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
改
め
ま
し

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

○
節
分
祭
に
は
筧
利
夫
さ
ん
と
吉
田
沙
保
里
選
手
に
ご

奉
仕
戴
き
ま
し
た

筧
さ
ん
は
よ
く
各
地
の
神
社
参

拝
を
さ
れ
る
そ
う
で
す

ま
た

吉
田
選
手
は
気
分

一
新
し
て
北
京
オ
リ
ン
ピ

ク
に
向
か

て
が
ん
ば

り
ま
す
と
抱
負
を
語

て
お
ら
れ
ま
し
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宮ノ谷の梅園（平成20年3月1日）

初夏のセッコク（平成19年）

百日紅（さるすべり）（平成19年）
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節分祭用　福豆袋入れ作業の奉仕塩井神社　鳥居の奉納（平成19年2月15日）

河津桜（3月8日）
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